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中
国
仏
教
と
現
代
社
会

　

│
太
虚
・
印
順
を
中
心
と
し
て
紹
介

魏　

道
儒

菅
野
博
史　

訳

　

人
間
仏
教
（
訳
者
注
│
中
国
語
の
「
人
間
」
は
、
日
本
語
の
人
間
と
い

う
意
味
で
は
な
く
、
人
の
住
む
場
所
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
世
間
、

現
実
社
会
な
ど
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
日
本
語
の
人
間
と
区
別
す
る

た
め
に
、「
に
ん
げ
ん
」と
呼
ば
ず
に
、「
ジ
ン
カ
ン
」と
呼
ぶ
場
合
が
多
い
）

の
運
動
は
二
十
世
紀
の
初
期
に
始
ま
り
、
二
十
世
紀
の
八
〇
年

代
以
後
に
な
る
と
、
す
で
に
両
岸
三
地
（
中
国
、
香
港
、
台
湾
）
に

お
い
て
、
宗
派
の
境
界
線
を
超
越
し
、
地
区
の
区
別
を
超
越
す

る
仏
教
の
中
心
的
な
潮
流
に
発
展
し
た
（
１
）。
仏
教
界
に
し
ろ
、
学
術

界
に
し
ろ
、
ま
た
宗
教
の
管
理
部
門
に
し
ろ
、
中
国
仏
教
の
現

状
と
未
来
の
発
展
を
論
じ
る
場
合
、
人
間
仏
教
と
い
う
テ
ー
マ

を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新
世
紀
の
中
国
仏
教
の
建
設

を
探
求
す
る
の
に
、
人
間
仏
教
と
い
う
基
本
的
観
点
を
離
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
人
間
仏
教
の
運
動
は
、
依
然
と
し
て
旺
盛

な
活
力
を
保
持
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
中
国
近
現

代
の
仏
教
の
代
名
詞
と
な
っ
た
（
２
）。

本
論
は
、
太
虚（
一
八
九
〇
│
一

九
四
七
）、
印
順
（
一
九
〇
六
│
二
〇
〇
五
）
の
思
想
と
実
践
を
中
心

と
し
て
、
人
間
仏
教
の
興
起
の
原
因
、
性
質
、
特
徴
の
簡
単
な

分
析
を
通
じ
て
、
現
代
社
会
の
発
展
変
化
に
対
す
る
中
国
仏
教

の
適
応
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
見
方
を
論
じ
よ
う
。
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第
１
節　

人
間
仏
教
の
興
起
の
原
因

　

二
十
世
紀
の
初
年
、
清
王
朝
の
滅
亡
は
、
中
国
政
治
史
上
の

新
し
い
時
代
を
創
始
し
た
。
中
華
の
き
わ
め
て
多
数
の
優
秀
な

子
女
は
民
族
を
救
い
、
中
国
を
振
興
す
る
壮
大
な
気
概
を
抱
い

た
。
そ
し
て
、
蹂
躙
さ
れ
、
抑
圧
を
受
け
、
貧
し
く
後
れ
た
運

命
を
変
え
る
た
め
に
、
勇
敢
に
前
進
し
、
血
み
ど
ろ
に
な
っ
て

奮
戦
す
る
な
か
で
、
中
国
の
思
想
界
が
民
主
と
科
学
を
尊
ぶ
こ

と
も
ま
た
し
だ
い
に
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情

勢
の
も
と
で
、
仏
教
は
総
体
的
に
言
え
ば
、
ま
だ
大
き
な
面
目

の
一
新
は
行
な
わ
れ
ず
、
そ
の
発
展
の
立
ち
後
れ
は
は
っ
き
り

と
し
て
い
た
。

　

当
時
の
仏
教
界
の
志
士
は
、
仏
教
の
現
状
の
た
め
に
み
な
心

を
痛
め
頭
を
悩
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
情
況
の
も
と

で
、
社
会
的
な
変
化
に
適
応
す
る
た
め
に
、
民
国
の
初
年
、
人

間
仏
教
の
運
動
は
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

印
順
法
師
の
結
論
に
基
づ
け
ば
、
当
時
、
二
つ
の
重
要
な
現

象
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
民
国
初
年
以
来
、
仏
教
の
僧
俗
は
、

社
会
の
変
化
に
適
応
す
る
た
め
に
、
各
種
の
慈
善
、
教
育
事
業

等
に
従
事
す
る
こ
と
を
始
め
た
。
彼
は
指
摘
し
て
い
る
。「
民
国

以
来
、
仏
教
の
法
師
、
居
士
は
、
み
な
社
会
に
適
応
す
る
感
覚

を
持
ち
、
慈
善
、
教
育
事
業
等
を
な
し
、
結
果
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
、
た
だ
確
か
に
こ
の
面

│
仏
教
は
現
実
の
社
会
に
あ
る

こ
と

│
を
認
識
し
、
賛
成
し
た
（
３
）」
と
。
第
二
に
、「
人
間
仏
教
」

の
思
潮
は
し
だ
い
に
興
り
、
ま
す
ま
す
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
印
順
は
指
摘
し
て
い
る
。「
人
間
仏
教
の
論
題
は
、
民

国
以
来
、
し
だ
い
に
提
起
さ
れ
て
き
た
。
民
国
二
十
三
年
（
一
九

三
四
）、『
海
潮
音
』
は
人
間
仏
教
の
特
集
号
を
出
し
、
当
時
、
ひ

ろ
く
多
く
の
人
の
同
情
を
得
た
。
後
に
、
慈
航
法
師
は
星
洲
で
、

『
人
間
仏
教
』
と
い
う
仏
教
の
刊
行
物
を
始
め
た
。
抗
日
戦
争
の

期
間
、
浙
江
省
・
雲
県
も
小
型
の
『
人
間
仏
教
月
刊
』
を
出
し
、

前
年
に
は
、
法
舫
法
師
は
タ
イ
で
、『
人
間
仏
教
』
と
題
す
る
講

演
を
し
た（４
）」と
。

　

こ
の
二
つ
の
現
象
か
ら
、
初
期
の
段
階
の
「
人
間
仏
教
」
は
け

っ
し
て
た
だ
出
家
僧
侶
の
事
だ
け
で
は
な
く
、
僧
俗
の
幅
広
い

参
加
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
人
間
仏
教
は
ひ
と
た
び
開
始

さ
れ
る
や
、
た
だ
純
粋
な
理
論
面
の
学
術
的
研
究
の
み
で
は
な

く
、
仏
教
が
い
か
に
社
会
の
発
展
に
適
応
す
る
か
と
い
う
理
論
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と
実
践
の
二
重
の
探
求
を
行
な
う
性
質
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

人
間
仏
教
の
誕
生
と
発
展
は
、
ま
さ
し
く
中
国
社
会
の
歴
史
の

大
き
な
変
化
が
宗
教
界
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
仏
教
が
古

代
社
会
か
ら
現
代
社
会
へ
転
換
し
た
産
物
で
あ
り
、
中
国
の
現

代
仏
教
が
前
進
し
た
重
要
な
標
識
の
一
つ
で
あ
る
。
民
国
初
年

に
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
界
が
慈
善
、
教
育
等
の
事
業
、
及
び
初

歩
的
な
理
論
研
究
を
創
始
し
た
の
は
、
中
国
近
現
代
の
仏
教
が

社
会
変
化
に
適
応
し
た
最
初
の
表
現
形
式
で
あ
り
、
人
間
仏
教

運
動
の
ひ
な
形
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
２
節　

人
間
仏
教
の
本
質

　

人
間
仏
教
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
論
と
実
践
と
の
二
重
の
探

求
の
面
に
お
い
て
、
重
要
な
貢
献
を
な
し
た
人
物
が
多
い
（
５
）。
前

世
紀
の
中
葉
に
な
っ
て
、
太
虚
と
印
順
の
理
論
と
実
践
と
は
最

も
代
表
的
で
あ
り
、
か
つ
新
世
紀
の
中
国
仏
教
の
現
代
化
の
建

設
に
重
要
な
啓
発
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

　

太
虚
は
最
も
早
く
「
人
生
仏
教
」
を
使
用
し
、
ま
た
「
人
間
仏

教
」を
も
使
用
し
た
。太
虚
は
こ
の
二
つ
の
概
念
の
う
ち
、人
生
仏

教
を
よ
り
重
視
し
て
、
彼
の
思
想
全
体
を
概
括
し
た
（
６
）。
こ
の
二

つ
の
異
な
る
概
念
を
使
用
し
、
多
少
は
異
な
る
思
想
傾
向
を
反

映
し
た
け
れ
ど
も
、
太
虚
が
仏
教
の
改
善
運
動
を
提
唱
し
、
現

代
仏
教
を
確
立
す
る
と
い
う
全
体
的
な
目
標
か
ら
見
る
と
、
ど

ち
ら
の
概
念
を
使
用
し
て
も
、
け
っ
し
て
本
質
的
な
差
別
は
な

か
っ
た
。
太
虚
の
人
生
仏
教
の
理
論
と
実
践
は
、
人
間
仏
教
の

運
動
全
体
の
第
一
段
階
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

太
虚
の
提
唱
し
た
人
生
仏
教
の
最
も
顕
著
な
特
色
は
、
実
践

を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
た
だ
理
論
研
究
を
目
的
と
し
た

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
新
し
い
観
点
を
提

出
す
る
こ
と
や
新
し
い
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
け
っ
し
て
満

足
せ
ず
、
真
理
と
時
機
に
合
致
す
る
と
い
う
原
則
の
指
導
の
も

と
で
、
過
去
の
仏
教
の
優
秀
な
遺
産
を
選
択
し
て
継
承
し
、
仏

教
の
全
面
的
な
変
革
を
進
め
、
仏
教
を
中
国
社
会
、
な
い
し
世

界
の
潮
流
に
適
応
さ
せ
、
中
国
仏
教
の
現
代
化
を
確
立
す
る
こ

と
を
求
め
た
。
こ
れ
が
彼
の
人
生
仏
教
の
原
則
で
あ
り
、
ま
た

そ
の
理
論
の
特
色
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

今
日
、
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
真
理
に
よ
っ
て
全
世
界
の

人
類
の
時
機
に
適
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
以
前
の

各
時
代
、
各
地
域
の
仏
教
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
選
択
し
て
、
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こ
れ
を
総
合
し
整
理
す
る
の
で
、「
人
生
仏
教
」
と
い
う
言

葉
が
で
き
た
（
７
）。

　

そ
れ
ゆ
え
、
人
生
仏
教
と
は
、
す
べ
て
の
仏
法
を
総
合
し
て

時
機
に
適
応
さ
せ
た
仏
教
を
意
味
す
る
（
８
）。

　

太
虚
は
、「
人
生
仏
教
」
を
仏
教
に
対
す
る
全
面
的
な
改
革
を

実
現
す
る
旗
印
と
し
た
が
、
人
生
仏
教
の
思
想
の
内
容
は
き
わ

め
て
豊
か
で
あ
り
、
仏
教
の
建
設
の
各
方
面
に
関
係
し
て
い
る
。

総
じ
て
、
彼
は
、
仏
教
思
想
（
教
理
）、
僧
団
の
組
織
（
教
制
）、
寺

院
経
済
（
教
産
）
の
「
三
大
革
命
」
を
核
心
と
す
る
こ
と
を
提
唱
し

た
。

　

彼
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

仏
教
の
教
理
に
は
、
現
段
階
の
思
潮
に
適
合
す
る
新
し

い
形
態
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
固
定
的
な
処
方
箋
に
と
ら

わ
れ
て
変
化
す
る
病
気
を
治
療
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
に
、
仏
教
の
組
織
、
と
く
に
僧
制
に
つ
い
て
は
、
変

更
す
べ
き
で
あ
る
。
第
三
に
、
仏
教
の
寺
院
財
産
に
つ
い

て
は
、
十
方
の
僧
衆
の
公
用
│
十
方
僧
物
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
剃
髪
の
師
に
よ
る
派
閥
、
法
系
に
よ
る
派
閥
が

遺
産
を
継
承
す
る
私
的
所
有
、
独
占
の
悪
習
を
打
破
し
、

有
徳
の
長
老
を
供
養
し
、
青
年
僧
侶
の
人
材
を
育
成
し
、

仏
教
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
務
に
役
立
て
る
よ
う
に
創
立
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
９
）。

　

こ
の
「
三
大
革
命
」
に
対
し
て
、
印
順
法
師
は
高
い
評
価
を
与

え（10
）、

多
く
の
研
究
者
も
太
虚
の
改
革
施
策
の
多
く
が
ま
っ
た
く
新

機
軸
を
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
太
虚
法
師

は
、
人
生
仏
教
を
提
唱
し
た
日
か
ら
、
仏
教
の
現
状
に
対
す
る

分
析
と
批
判
、
仏
教
の
遺
産
に
対
す
る
発
掘
と
選
別
、
仏
教
の

未
来
の
全
体
的
な
構
想
と
設
計
、
こ
れ
ら
を
重
視
し
た
。

　

太
虚
法
師
か
ら
見
る
と
、
彼
が
提
唱
し
た
「
人
生
仏
教
」
の
運

動
は
、
一
つ
の
仏
教
の
「
革
命
」
運
動
で
あ
っ
た
。
彼
は
人
生
仏

教
の
運
動
を
、「
仏
教
改
善
運
動
」（
た
と
え
ば
彼
の
『
私
の
仏
教
改

善
運
動
簡
史﹇
我
的
仏
教
改
進
運
動
略
史
﹈』）と
呼
び
、
ひ
い
て
は「
革

命
」（
た
と
え
ば
太
虚
の
「
三
大
革
命
」）
と
呼
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
、

人
生
仏
教
の
本
質
は
、
仏
教
が
社
会
変
化
に
適
応
し
、
時
代

に
即
し
て
発
展
変
化
す
る
仏
教
の
革
命
運
動
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
ま
た
前
世
紀
の
初
め
に
開
始
さ
れ
、
新
世
紀
に
入
っ

て
も
依
然
と
し
て
発
展
の
最
中
に
あ
る
人
間
仏
教
運
動
の
本

質
で
あ
る
。
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第
３
節　

印
順
の
人
間
仏
教
の
思
想
の
特
色

　

印
順
が
提
唱
し
た
「
人
間
仏
教
」
の
理
論
は
、
太
虚
の
人
生
仏

教
を
継
承
し
た
基
礎
の
上
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
理
論

形
態
か
ら
言
う
と
、さ
ら
に
成
熟
し
、完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

印
順
の
人
間
仏
教
思
想
を
総
合
的
に
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
三

つ
の
顕
著
な
特
色
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
仏
教
が
社
会
に
適
応
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
鮮
明

に
強
調
し
て
い
る
。
彼
か
ら
見
る
と
、
民
国
初
年
以
来
、
人
間

仏
教
と
関
連
す
る
実
践
と
理
論
の
研
究
の
過
程
は
、
仏
教
が
社

会
に
適
応
す
る
過
程
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
人
間
仏
教

の
理
論
の
な
か
で
は
、
社
会
の
発
展
に
適
応
す
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
た
。
社
会
に
適
応
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
仏
教

は
ど
の
よ
う
に
社
会
に
適
応
す
る
か
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
印

順
法
師
は
専
門
的
に
論
述
し
た
。
彼
は
、
社
会
に
適
応
す
る
こ

と
は
伝
統
仏
教
に
固
有
の
資
質
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
仏
教

が
社
会
に
適
応
す
る
過
程
は
、
仏
教
が
世
間
と
人
間
を
利
益
す

る
働
き
を
発
揮
す
る
過
程
で
も
あ
り
（
11
）、

仏
法
の
本
質
を
探
究
し
、

純
正
の
仏
法
を
把
握
す
る
過
程
で
も
あ
り
（
12
）、

ま
た
仏
教
が
自
己
変

革
と
自
己
浄
化
を
実
現
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
人
間
仏
教
の
「
思

想
、
制
度
、
風
格
は
、
い
ず
れ
も
た
え
ず
変
化
す
る
過
程
に

あ
る（13
）」の

で
あ
る
。

　

彼
か
ら
見
る
と
、
た
と
え
ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
法
や
立
て
た
制

度
で
あ
っ
て
も
、
適
応
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
社
会
の
変
化

と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
も
あ
る
（
14
）。

経
典
の
記
録
す
る
仏
法
の

な
か
に
は
、
世
界
中
ど
こ
に
で
も
適
用
で
き
る
抽
象
的
な
ド
グ

マ
は
け
っ
し
て
な
い
。
こ
の
主
張
は
、
人
間
仏
教
の
実
践
の
た

め
に
囲
い
を
取
り
除
い
て
く
れ
る
。
印
順
の
仏
教
の
社
会
適
応

性
に
関
す
る
論
述
の
な
か
か
ら
、
彼
の
「
人
間
仏
教
」
思
想
の
開

放
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
に
、
仏
法
の
全
体
を
研
究
す
る
な
か
か
ら
、
仏
教
の
最

も
貴
い
精
神
資
源
を
発
掘
し
利
用
し
て
い
る
。
彼
は
『
阿
含
経
』

を
人
間
仏
教
の
経
典
の
根
拠
と
し
、
初
期
聖
典
の
教
義
を
人
間

仏
教
の
理
論
的
基
礎
と
し
、
釈
迦
牟
尼
を
「
人
間
仏
教
」
を
実
践

す
る
モ
デ
ル
と
し
、
か
つ
仏
教
全
体
の
研
究
の
な
か
か
ら
、
人

間
仏
教
が
当
然
備
え
る
べ
き
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
詳
し
く
解

き
明
か
す
（
15
）。

そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
人
間
仏
教
の
思
想
は
理
論
の
体
系

性
と
徹
底
性
を
備
え
て
い
る
。
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人
間
仏
教
の
思
想
の
起
源
の
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
こ
数
年
、

多
く
の
学
者
の
関
心
を
引
き
起
こ
し
、
多
く
の
見
解
が
発
表
さ

れ
た
。
あ
る
人
は
中
国
の
禅
宗
に
起
源
が
あ
る
と
言
い
、
あ
る

人
は
大
乗
仏
教
に
起
源
が
あ
る
と
言
い
、
あ
る
人
は
そ
の
思
想

の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
ブ
ッ
ダ
在
世
の
初
期
仏
教
の
な
か
で
は
ぐ
く

ま
れ
た
と
言
い
、
あ
る
人
は
清
代
の
仏
教
に
起
源
が
あ
る
と
言

う（16
）。

さ
ま
ざ
ま
な
思
考
は
き
っ
と
、
す
べ
て
人
々
を
啓
発
し
て
人

間
仏
教
と
伝
統
仏
教
に
対
す
る
認
識
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
人
間
仏
教
の
理
論
と
実
践
の
な
か

に
お
い
て
、
確
か
に
異
な
る
時
代
の
仏
教
の
多
く
の
要
素
が
含

ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
印
順
法
師
の
観
点
は
、

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
17
）。

　

第
三
に
、「
人
間
を
根
本
と
す
る
」
と
い
う
原
則
を
確
立
し
、

人
間
を
尊
重
す
る
思
惟
方
法
と
価
値
観
を
、
人
間
仏
教
の
理
論

の
全
体
に
一
貫
さ
せ
て
い
る
。
人
の
た
め
に
し
、
人
に
依
拠
し
、

人
を
形
作
る
こ
と
は
、
彼
の
人
間
仏
教
の
理
論
の
精
髄
と
な
っ

た
。
人
間
を
根
本
と
す
る
こ
と
を
、
真
正
の
仏
法
で
あ
る
か
ど

う
か
を
評
価
す
る
基
準
と
し
、
仏
教
全
体
を
判
別
す
る
標
準
と

す
る
こ
と
は
、
た
だ
衆
生
を
大
切
に
す
る
と
い
う
仏
教
の
固
有

の
伝
統
に
対
す
る
創
造
的
な
継
承
だ
け
で
な
く
、
そ
の
思
想
に

強
烈
な
批
判
精
神
を
持
た
せ
た
。

　

中
国
の
伝
統
文
化
の
な
か
に
し
ろ
、
伝
統
仏
教
の
教
義
の
な

か
に
し
ろ
、「
人
間
を
根
本
と
す
る
」
と
い
う
豊
か
な
思
想
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、印
順
の
よ
う
な「
人

間
を
根
本
と
す
る
」
と
い
う
観
念
を
論
述
し
強
調
す
る
こ
と
は
、

古
代
の
伝
統
思
想
に
対
す
る
発
展
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
総

じ
て
、
印
順
の
提
唱
し
た
「
人
間
を
根
本
と
す
る
」
こ
と
に
は
、

次
の
よ
う
な
五
つ
の
重
要
な
内
容
が
あ
る
。

（
一
）太
虚
の「
人
生
仏
教
」を
改
善
す
る
た
め
に
、「
人
間
を
根
本

と
す
る
」
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
、
こ
れ
も
ま
た
印
順
が
「
人
生

仏
教
」
に
代
わ
っ
て
「
人
間
仏
教
」
を
用
い
た
重
要
な
原
因
で
あ

る
。
ま
さ
し
く
彼
自
身
が
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
の
「
人

間
仏
教
」
の
理
論
は
、
多
く
の
面
で
太
虚
大
師
の
影
響
を
受
け
（
18
）、

同
時
に
ま
た
多
く
の
面
で
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
。「
人
間
を
根

本
と
す
る
」
こ
と
を
最
優
先
に
強
調
す
る
面
に
お
い
て
は
、
ま
さ

し
く
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

太
虚
は「
人
生
仏
教
」を
提
唱
す
る
と
き
、
ま
た「
現
実
の
人
生

を
重
視
す
る
」
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
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ぜ
さ
ら
に
人
生
仏
教
の
代
わ
り
に
「
人
間
仏
教
」
を
用
い
る
必
要

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
印
順
は
、
人
生
仏
教
が
対
治
の
面
に

お
い
て
、
死
と
亡
霊
を
信
仰
し
重
視
す
る
こ
と
を
是
正
す
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
た
と
考
え
た
。「
人
間
仏
教
」
は
こ
の
一
面
を

対
治
す
る
ば
か
り
で
な
く
、「
同
時
に
ま
た
神
と
永
生
に
偏
る
こ

と
を
対
治
し
た
。
真
正
の
仏
教
は
現
実
社
会
に
あ
る
も
の
で
あ

り
、
た
だ
現
実
社
会
の
仏
教
だ
け
が
、
は
じ
め
て
仏
法
の
真
義

を
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」。「
人
生
仏
教
」
は
「
現
実

の
人
生
を
重
視
す
る
」
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
、
本
質
的
に
言
っ

て
、
仏
教
の
根
本
趣
旨
か
ら
け
っ
し
て
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
人
間
仏
教
が
人
生
仏
教
を
い
っ
そ
う
補
充
し

改
善
し
た
こ
と
は
、
主
に
「
人
間
を
根
本
と
す
る
」
思
想
を
強
調

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
つ
ま
り
さ
ら
に
仏
法
の「
真
意
義
」

を
解
き
明
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
印
順
長
老
は
指
摘
し

て
い
る
。

　

世
俗
化
と
神
格
化
は
、
仏
法
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
中
国
仏
教
は
、
一
般
に
も
っ
ぱ
ら
死
と
亡
霊
を
重
ん

ず
る
。
太
虚
大
師
は
と
く
に
「
人
生
仏
教
」
を
提
示
し
て
対
治
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
法
は
人
間
を
根
本
と
し
て
お
り
、
ま

た
神
格
化
す
べ
き
で
は
な
い
。
亡
霊
の
教
え
で
も
な
く
、
神
の

教
え
で
も
な
く
、
亡
霊
化
で
も
な
く
神
格
化
で
も
な
い
人
間
仏

教
こ
そ
は
じ
め
て
仏
法
の
真
意
義
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き

る
（
19
）。

　

仏
教
を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
、「
人
間
を
根
本
と
す
る
」
と
い

う
原
則
を
堅
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
人
間
仏
教
を
提
唱
す
る
目

的
は
、
人
の
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
二
）仏
教
の
異
な
る
法
門
を
結
合
し
て
、「
人
間
を
根
本
と
す
る
」

こ
と
を
論
述
す
る
。
印
順
は
、
い
か
な
る
仏
教
の
法
門
を
修
行

し
て
も
、
人
の
本
分
を
尽
く
す
こ
と
を
基
礎
と
す
べ
き
で
あ
り
、

人
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。「
人
間
仏
教
」
を
確
立
す

る
こ
と
は
、
仏
教
の
そ
の
他
の
法
門
を
修
行
す
る
こ
と
を
け
っ

し
て
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
い
。
印
順
は
、
印
光
法
師
の
例
を

列
挙
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
印
光
は
一
生
涯
、
念
仏

往
生
の
法
門
を
極
力
宣
揚
し
た
が
、
彼
に
は
「
仏
教
が
現
実
社
会

に
あ
る
重
要
な
意
義
を
軽
視
す
る
」こ
と
は
な
く
、
印
光
は
、「
人

の
本
分
を
尽
く
す
こ
と
を
、
西
方
に
往
生
す
る
こ
と
を
求
め
る

基
礎
と
し
た
（
20
）」

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
の
ど
の
よ
う
な
法
門

を
修
行
し
て
も
、
人
に
依
拠
し
、
人
を
尊
重
す
る
こ
と
を
基
礎
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と
す
る
必
要
が
あ
り
、「
人
間
仏
教
」
の
精
神
を
す
べ
て
の
仏
教

の
修
行
法
門
の
な
か
に
貫
徹
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
仏
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
詳
し
く
述
べ
る
と
い
う
角
度
か
ら

「
人
間
を
根
本
と
す
る
」
こ
と
を
詳
し
く
解
説
し
、「
人
間
を
根
本

と
す
る
」
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
、
仏
教
全
体
を
判
別
、
評
価

す
る
。
印
順
は
指
摘
し
て
い
る
。「
イ
ン
ド
の
後
期
の
仏
教
は
、

仏
教
の
真
義
を
破
棄
し
、
人
間
を
根
本
と
せ
ず
、
無
を
根
本
と

し
（
初
め
は
一
神
的
傾
向
の
梵
天
を
重
ん
じ
、
後
に
は
汎
神
的
傾
向
の
帝

釈
天
を
重
ん
じ
た
）、
仏
法
に
異
常
な
変
化
を
あ
た
え
た
（
21
）」

と
。
印

順
か
ら
見
る
と
、「
人
間
を
根
本
と
す
る
」
思
想
か
ら
は
ず
れ
た

こ
と
は
、ま
た「
仏
教
の
真
義
を
破
棄
し
た
」こ
と
で
も
あ
る
。「
人

間
を
根
本
と
す
る
」
か
ど
う
か
が
、
印
順
が
仏
法
の
真
義
を
判
定

す
る
試
金
石
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
修
行
の
全
過
程
の
面
か
ら
「
人
間
を
根
本
と
す
る
」
こ
と
を

強
調
す
る
。
仏
果
に
趣
く
修
行
過
程
は
、
人
間
の
た
め
で
あ
り
、

人
間
に
奉
仕
す
る
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
印
順
は
太
虚
の
思

想
を
継
承
し
、
人
乗
の
教
え
か
ら
仏
果
に
趣
く
こ
と
を
強
調
す

る
。
つ
ま
り
、
人
は
菩
薩
行
を
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
仏

す
る
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
仏
果
に
趣
く
の
か
。
印
順
は
指

摘
し
て
い
る
。「
お
し
な
べ
て
自
分
の
た
め
を
考
え
ず
、
他
者
を

利
益
す
る
慈
悲
心
を
持
っ
て
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
が
、
と
り

も
な
お
さ
ず
菩
薩
行
を
実
践
し
て
仏
果
に
趣
く
こ
と
で
あ
る
（
22
）」

と
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
が
仏
果
を
成
就
す
る
こ
と
は
、
た
だ

人
間
の
た
め
に
し
、
人
間
に
奉
仕
す
る
過
程
の
な
か
で
だ
け
、

は
じ
め
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
五
）修
道
の
理
想
を
樹
立
す
る
面
か
ら
、「
人
間
を
根
本
と
す
る
」

こ
と
を
強
調
す
る
。
成
仏
の
過
程
と
そ
の
実
現
は
、人
を
浄
化
し
、

人
を
形
作
る
過
程
に
ほ
か
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
人
格
の
最
高
の

完
成
」
で
あ
る
。
印
順
は
、
現
実
社
会
に
お
い
て
成
仏
す
る
過
程

は
、
正
し
い
人
間
と
な
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
円
満
に
菩
薩

行
を
修
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
仏
の
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
た
。
い
わ
ゆ
る
「
成
仏
は
、
人
の
本
性
の
浄
化

と
進
展
で
あ
り
、
人
格
の
最
高
の
完
成
で
あ
る
（
23
）」。

印
順
は
仏
教

全
体
を
研
究
す
る
こ
と
か
ら
「
人
間
仏
教
」
を
詳
し
く
述
べ
宣
揚

し
、
ま
た
仏
教
全
体
を
研
究
す
る
こ
と
か
ら
「
人
間
仏
教
」
の
理

想
を
探
求
し
実
現
し
た
。
印
順
は
指
摘
し
て
い
る
。「
仏
法
全
体

の
な
か
か
ら
仏
法
の
徳
行
を
理
解
し
、
人
生
の
和
諧
、
福
楽
、

清
浄
を
理
想
と
し
、
基
準
と
す
る
（
24
）」と

。
印
順
が「
人
間
仏
教
」を
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提
唱
し
た
究
極
的
な
目
的
は
、
人
間
の
た
め
に
す
る
こ
と
で
あ

り
、
彼
は
人
間
を
尊
重
す
る
思
惟
方
法
と
価
値
基
準
を
「
人
間
仏

教
」
の
理
論
の
隅
々
に
ま
で
一
貫
さ
せ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
は
衆
生
を
大
切
に
す
る
仏
教
の
す
ぐ
れ
た
伝
統
に
対
す
る

創
造
的
な
発
展
で
あ
る
。

　

第
４
節　

人
間
仏
教
の
思
想
の
啓
発

　

太
虚
と
印
順
は
、
い
ず
れ
も
仏
教
の
時
代
テ
ー
マ
を
把
握
す

る
よ
う
に
勤
め
る
な
か
で
そ
の
思
想
を
醸
成
し
、
深
く
仏
教
の

精
神
の
本
質
を
発
掘
し
利
用
し
た
。
そ
の
基
礎
の
う
え
に
、
そ

の
中
核
的
な
内
容
を
取
り
出
し
、
社
会
と
適
合
す
る
発
展
の
な

か
で
、
そ
の
理
論
を
充
実
さ
せ
改
善
し
た
。
彼
ら
が
確
立
し
た

人
間
仏
教
の
重
要
な
理
念
、
重
要
な
原
則
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
海
峡
両
岸
の
仏
教
界
の
指
導
者
に
よ
っ
て
継
承
、
宣
揚
さ
れ

て
き
た
（
25
）。

彼
ら
の
理
論
と
実
践
と
は
、
新
世
紀
の
中
国
の
仏
教
の

建
設
に
対
し
て
啓
発
す
る
重
要
な
働
き
が
あ
っ
た
。

　

第
一
に
、
仏
教
の
実
際
の
情
況
に
合
わ
せ
て
、
的
確
に
仏
教

を
振
興
す
る
プ
ラ
ン
を
提
出
し
、
仏
教
を
改
善
す
る
対
策
を
打

ち
出
し
た
。

　

太
虚
は「
人
生
仏
教
」の
理
論
を
提
出
し
、
三
大「
革
命
」を
提

唱
し
、
当
時
の
仏
教
界
に
存
在
す
る
問
題
と
結
び
つ
け
て
提
出

し
た
が
、
的
外
れ
や
勝
手
に
空
想
し
た
も
の
で
は
け
っ
し
て
な

か
っ
た
。
印
順
が
「
人
間
仏
教
」
の
理
論
を
豊
か
に
し
改
善
し
た

こ
と
は
、
仏
教
に
存
在
す
る
問
題
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
解

決
す
る
な
か
で
進
め
ら
れ
た
。
ま
さ
し
く
印
順
が
説
い
た
よ
う

に
、「
人
生
仏
教
」
は
、「
も
っ
ぱ
ら
死
と
亡
霊
を
重
ん
ず
る
」
現

象
を
是
正
す
る
た
め
で
あ
り
、
人
間
仏
教
は
さ
ら
に
天
界
を
重

ん
じ
神
を
重
ん
ず
る
現
象
を
是
正
し
、
仏
教
を
世
俗
化
も
せ
ず
、

神
格
化
も
し
な
い
よ
う
に
し
た
。

　

現
在
の
仏
教
は
す
で
に
二
十
世
紀
初
中
期
の
仏
教
と
は
同
じ

で
は
な
い
。
新
世
紀
に
は
、
中
国
は
良
好
な
政
治
、
経
済
、
思
想
、

文
化
の
環
境
に
置
か
れ
、
重
要
な
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
を
目
の
前

に
し
て
、
社
会
主
義
社
会
の
発
展
に
適
応
す
る
と
い
う
新
し
い

使
命
を
担
っ
て
い
る
。
同
時
に
ま
た
、
新
世
紀
の
中
国
仏
教
を

建
設
す
る
過
程
の
な
か
で
、
新
し
い
社
会
の
現
実
に
直
面
し
、

以
前
に
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
問
題
を
解
決
し
、
新
し
い
挑

戦
に
直
面
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

仏
教
と
社
会
と
の
協
調
発
展
の
な
か
で
ぶ
つ
か
っ
た
問
題
を
ど
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の
よ
う
に
解
決
す
る
か
は
、
仏
教
の
健
全
な
発
展
に
直
接
影
響

を
与
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、新
世
紀
の
中
国
仏
教
を
建
設
す
る
に
は
、

は
じ
め
に
ま
た
現
在
の
仏
教
の
情
況
を
深
く
調
査
、
研
究
す
る

こ
と
か
ら
出
発
し
て
、
仏
教
発
展
の
時
代
テ
ー
マ
を
正
確
に
把

握
し
、
重
点
的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
の
問
題
を

鋭
く
捉
え
、
的
確
に
改
善
の
プ
ラ
ン
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
人
間
仏
教
の
運
動
の
性
質
と
歴
史
的
意
義
を
深
く

認
識
す
る
。

　

太
虚
は
、
仏
教
を
振
興
す
る
自
分
の
実
践
を
「
改
善
運
動
」
と

呼
び
、「
革
命
」
運
動
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
は
仏
教
を
振
興
す
る
重

要
性
、
新
仏
教
を
建
設
す
る
困
難
を
認
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
我
々
が
人
間
仏
教
の
運
動
全
体
を
認
識

す
る
こ
と
に
と
っ
て
、
重
要
な
啓
発
的
な
働
き
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
人
間
仏
教
」
は
、
仏
教
の
全
面
的
な
革
新
運
動
で
あ
る
の
で
、

純
理
論
的
な
問
題
や
純
学
術
的
な
問
題
で
は
な
く
、
い
く
つ
か

の
新
し
い
観
点
を
た
だ
提
出
す
る
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
の
で

き
る
事
が
ら
で
は
な
い
。
仏
教
が
自
己
変
革
を
実
現
す
る
運
動

で
あ
り
、
仏
教
が
社
会
の
現
代
化
に
適
応
し
て
変
化
す
る
過
程

で
あ
る
以
上
、
こ
れ
は
長
期
に
わ
た
る
困
難
な
歴
史
の
過
程
で

あ
り
、
理
論
と
実
践
の
二
重
の
探
求
を
含
み
、
社
会
の
各
方
面

の
参
加
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

　

今
日
、
人
間
仏
教
が
関
連
す
る
学
術
界
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
と

な
っ
た
こ
と
は
、
偶
然
の
現
象
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
仏
教
が

社
会
の
変
化
に
直
面
し
、
挑
戦
を
受
け
、
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
、

時
代
に
即
し
て
発
展
変
化
す
る
こ
と
を
実
現
す
る
過
程
に
お
い

て
必
然
的
に
出
現
し
た
現
象
で
あ
る
。
人
間
仏
教
の
運
動
の
本

質
は
、
あ
る
程
度
、
困
難
性
、
長
期
性
、
そ
し
て
挫
折
、
逆
行

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
仏
教
は
新
世
紀
に
特
殊
な
、
取
り
替
え
の
き
か
な
い
歴

史
的
使
命
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
期
的
に
見
る
と
、

宗
派
の
境
界
線
を
超
越
し
、
地
区
の
区
別
を
超
越
す
る
「
人
間
仏

教
」
の
運
動
は
、
必
ず
健
全
な
発
展
を
遂
げ
、
無
限
の
前
途
を
持

ち
、
新
世
紀
に
多
く
の
面
で
世
間
と
人
々
を
利
益
す
る
社
会
的

役
割
を
発
揮
し
、
仏
教
史
上
に
光
り
輝
く
新
た
な
一
章
を
創
作

す
る
だ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
仏
教
が
社
会
に
適
応
す
る
重
要
性
を
重
ん
じ
、
仏

教
と
現
代
社
会
と
の
協
調
的
な
発
展
を
実
現
す
る
。
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人
間
仏
教
の
提
唱
者
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
み
な
異
な
る
角
度

か
ら
社
会
に
適
応
す
る
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
新
世
紀
の

仏
教
の
建
設
は
、
自
己
閉
塞
的
な
状
態
で
は
進
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
か
な
ら
ず
社
会
を
理
解
す
る
基
礎
の
う
え
に
社
会
に
適

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
印
順
法
師
の
関
連
す
る
論
述
は
、「
社

会
に
適
応
す
る
」
こ
と
に
対
す
る
人
々
の
さ
ら
な
る
認
識
を
啓
発

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

印
順
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
仏
教
が
「
社
会
に
適
応
す
る
」
こ
と

は
、
け
っ
し
て
社
会
の
「
低
級
な
趣
味
」
に
迎
合
す
る
も
の
で
は

な
く
、社
会
を「
化
導
」す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仏
教
が
社
会
に
適
応
す
る
過
程
は
、
仏
教
が
自
己
変
革
を
実
現

す
る
過
程
で
も
あ
り
、
世
間
と
人
々
を
利
益
す
る
社
会
的
役
割

を
発
揮
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
仏
教
が
社
会
に
適
応
す
る
こ
と

自
体
か
ら
言
え
ば
、
能
動
と
受
動
、
積
極
と
消
極
の
区
別
は
け

っ
し
て
存
在
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
区
別
は
、
仏
教
が
い
か
に
し

て
社
会
に
適
応
す
る
か
を
議
論
す
る
面
に
お
い
て
の
み
は
じ
め

て
意
義
が
あ
る
。
も
し
我
々
が
こ
の
よ
う
に
仏
教
の
社
会
へ
の

適
応
の
問
題
を
認
識
す
る
な
ら
ば
、
仏
教
自
身
の
発
展
の
将
来

性
と
社
会
の
発
展
進
歩
と
を
意
識
的
に
関
連
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
仏
教
の
歴
史
か
ら
見
る
と
、
仏
教
が
社
会
に
適
応
す
る

こ
と
も
ま
た
仏
教
自
体
の
備
え
る
資
質
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
継
承
と
革
新
と
を
結
合
さ
せ
る
。
貴
重
な
批
判
精

神
は
、
仏
教
の
す
ぐ
れ
た
遺
産
を
創
造
的
に
継
承
す
る
こ
と
に

役
立
つ
。

　

太
虚
と
印
順
と
が
人
生
仏
教
、
人
間
仏
教
の
理
論
と
実
践
を

提
唱
す
る
な
か
か
ら
、
彼
ら
は
ど
ち
ら
も
継
承
と
革
新
と
を
有

機
的
に
結
合
さ
せ
る
こ
と
を
重
ん
じ
、
仏
教
全
体
を
研
究
す
る

な
か
か
ら
仏
教
の
精
神
的
な
資
源
を
発
掘
し
利
用
し
た
こ
と
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
仏
教
全
体
に
対
し
て
分
析
批
判

を
行
な
い
、
ど
れ
を
継
承
す
べ
き
か
、
ど
れ
を
放
棄
す
べ
き
か

を
は
っ
き
り
区
別
し
た
。
緊
密
に
社
会
の
現
実
と
関
連
さ
せ
、

創
造
的
に
仏
教
の
す
ぐ
れ
た
伝
統
を
継
承
し
た
。

　

新
世
紀
に
、
仏
教
は
新
し
い
情
勢
に
直
面
し
て
い
る
。
仏
教

思
想
の
発
展
、
仏
教
自
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
け
る
変
革
は
、

い
ず
れ
も
継
承
と
革
新
と
を
結
合
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
く

に
変
革
を
探
求
す
る
過
程
に
お
い
て
、
太
虚
法
師
、
印
順
法
師

の
貴
重
な
批
判
精
神
は
宣
揚
す
る
価
値
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た

新
世
紀
の
中
国
仏
教
を
建
設
す
る
な
か
に
お
い
て
欠
く
こ
と
の
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で
き
な
い
精
神
で
あ
る
。

注（
１
）
二
十
世
紀
の
八
〇
年
代
以
前
に
は
、
大
陸
の
仏
教
界
の
指
導
的

人
物
た
ち
は
ま
だ
明
確
に「
人
間
仏
教
」の
理
念
を
提
出
し
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
大
陸
の
仏
教
は
社
会
変
革
に
適
応
し
、
仏
教

と
社
会
主
義
社
会
と
の
相
互
適
応
の
面
で
、
大
き
な
成
果
を
挙

げ
た
。 

（
２
）  

近
年
、
仏
教
教
団
内
部
と
外
部
の
学
者
に
は「
人
間
仏
教
」と
い

う
名
称
に
つ
い
て
す
で
に
異
な
る
見
方
が
あ
り
、
他
の
名
称
を

「
人
間
仏
教
」
の
代
わ
り
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
あ
る

い
は「
人
間
仏
教
」を
別
の
名
称
の
な
か
に
包
含
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
た
と
え
ば
筆
者
の
見
た
も
の
に
は
、

「
人
本
仏
教
」「
衆
生
」「
中
道
仏
教
」な
ど
が
あ
る
。
本
論
は
、「
人

間
仏
教
」
を
、
中
国
仏
教
が
現
代
社
会
の
変
化
に
適
応
す
る
歴

史
と
し
て
取
り
扱
う
。

（
３
）  

印
順『
仏
は
現
実
の
社
会
に
あ
り
│
人
間
仏
教
緒
言﹇
仏
在
人
間

　

人
間
仏
教
緒
言
﹈』（
訳
注
│
タ
イ
ト
ル
は
必
要
に
応
じ
て
、

日
本
語
訳
と
原
題
を
記
す
。
日
本
語
訳
と
原
題
が
同
じ
場
合
も

あ
る
が
、
原
題
が
異
な
る
場
合
は
、
日
本
語
訳
の
後
に
、
原
題

を
﹇　

﹈
の
な
か
に
記
す
）
18
頁
。
本
論
に
引
用
す
る
印
順
法
師

の
著
作
は
、
ほ
と
ん
ど
『
妙
雲
集
』（
正
聞
出
版
社
、
一
九
九
八

年
一
月
版
）に
基
づ
く
。
以
下
、タ
イ
ト
ル
と
頁
数
の
み
を
記
す
。

（
４
）『
人
間
仏
教
緒
言
』17
頁
。

（
５
）
こ
の
十
数
年
、
人
間
仏
教
の
代
表
人
物
に
対
す
る
中
国
の
学
術

界
の
研
究
は
ま
す
ま
す
深
化
し
、
切
り
開
い
た
範
囲
は
ま
す
ま

す
広
大
と
な
り
、
専
門
の
論
文
、
ひ
い
て
は
専
門
の
著
作
が
詳

細
に
研
究
し
た
人
物
に
は
、
太
虚
、
大
醒
、
法
舫
、
東
初
、
印
順
、

巨
賛
、
正
果
、
趙
樸
初
、
星
雲
、
証
厳
、
聖
厳
、
覚
光
等
が
い
る
。

ま
た
一
部
の
学
者
の
研
究
の
範
囲
は
さ
ら
に
広
く
、
現
代
に
影

響
の
あ
る
法
師
を
、
す
べ
て
人
間
仏
教
を
考
察
す
る
視
野
の
な

か
に
入
れ
た
。

（
６
）
ま
さ
し
く
印
順
が
、「
太
虚
大
師
は
民
国
十
四
、
五
年
に
人
生
仏

教
を
提
唱
し
、
さ
ら
に
抗
日
戦
争
の
期
間
に
、
専
門
書
『
人
生

仏
教
』
を
編
集
し
た
。
大
師
は
、
人
間
仏
教
は
人
生
仏
教
の
す

ぐ
れ
た
意
義
に
及
ば
な
い
と
考
え
た
」
と
述
べ
る
と
お
り
で
あ

る
。『
人
間
仏
教
緒
言
』19
頁
を
参
照
。

（
７
）  

太
虚『
人
生
仏
教
開
題
』（『
太
虚
大
師
全
書
・
五
乗
共
学
』２
１

８
頁
）。
本
論
に
引
用
す
る
太
虚
の
著
作
は
、
す
べ
て
『
太
虚
大

師
全
書
』（
善
導
寺
仏
経
流
通
処
、
一
九
九
八
年
四
月
第
四
版
）

に
基
づ
く
。
以
下
、
タ
イ
ト
ル
と
頁
数
の
み
を
記
す
。

（
８
）  

太
虚「
人
心
を
改
善
す
る
大
乗
仏
教﹇
改
善
人
心
的
大
乗
仏
教
﹈」

（『
太
虚
大
師
全
書
・
学
行
』２
２
２
頁
）。

（
９
）  

太
虚
「
私
の
仏
教
改
善
運
動
簡
史
﹇
我
的
仏
教
改
進
運
動
略

史
﹈」。

（
10
）「
大
師
の
三
種
の
革
命
、
つ
ま
り
思
想
、
制
度
、
経
済
を
す
べ

て
重
ん
ず
る
こ
と
は
、
実
に
よ
く
仏
教
革
新
の
す
べ
て
の
テ
ー

マ
を
把
握
し
て
い
る
。
何
と
す
ぐ
れ
た
智
慧
で
あ
ろ
う
か
」（
印

順『
太
虚
法
師
年
譜
』）。
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（
11
）「
仏
は
現
実
社
会
に
あ
り
│
人
間
仏
教
要
略
﹇
仏
在
人
間
・
人
間

仏
教
要
略
﹈」１
１
２
頁
。

（
12
）  「
心
を
法
海
に
遊
ば
せ
る
こ
と
六
十
年
」﹇
游
心
法
海
六
十
年
﹈」

（『
華
雨
集
』
第
五
册
、
19
頁
）。「
真
理
と
時
機
に
か
な
う
人
間

仏
教﹇
契
理
契
机
的
人
间
佛
教
﹈」（『
華
雨
集
』第
四
册
、
２
頁
）。

（
13
）「
説
一
切
有
部
を
主
と
す
る
論
書
と
論
師
の
研
究
・
自
序
﹇
説
一

切
有
部
為
主
的
論
書
与
論
師
之
研
究
・
自
序
﹈」。

（
14
）「
仏
は
現
実
社
会
に
あ
り
│
人
間
仏
教
要
略
」１
１
２
頁
。

（
15
）  「
真
理
と
時
機
に
か
な
う
人
間
仏
教
」（『
華
雨
集
』
第
四
册
、
３

頁
、
33
頁
）。

（
16
）
以
上
の
観
点
は
基
本
的
に
、
印
順
法
師
が
否
定
し
た
も
の
で
あ

る
。「
仏
は
現
実
社
会
に
あ
り
│
人
間
仏
教
要
略
」
の
関
連
箇
所

を
参
照
。

（
17
）  

人
間
仏
教
の
思
想
は
ブ
ッ
ダ
に
由
来
す
る
と
い
う
観
点
は
、
ま

す
ま
す
多
く
の
仏
教
界
の
学
者
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）  

印
順
法
師
は
、「『
人
間
仏
教
』
を
宣
伝
す
る
こ
と
は
、
当
然
、

太
虚
大
師
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
異
な

る
点
も
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。「
真
理
と
時
機
に
か
な
う
人

間
仏
教
」58
頁
を
参
照
。

（
19
）  

印
順「
説
一
切
有
部
を
主
と
す
る
論
書
と
論
師
の
研
究
・
自
序
」。

（
20
）  

印
順「
仏
は
現
実
社
会
に
あ
り
│
人
間
仏
教
緒
言
﹈18
頁
。

（
21
）  

印
順「
人
間
仏
教
緒
言
」22
頁
。

（
22
）  

印
順「
人
間
仏
教
要
略
」１
１
２
頁
。

（
23
）  

印
順「
人
間
仏
教
三
宝
観
」73
頁
。

（
24
）  

印
順「
仏
法
概
論
」１
８
２
頁
。

（
25
）
両
岸
三
地
の
著
名
な
仏
教
の
指
導
者
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な

観
点
を
発
表
し
た
人
は
多
い
。
た
と
え
ば
、
星
雲
法
師
は
、「
六

十
年
以
上
、
私
が
推
進
し
た
仏
教
は
、
仏
法
と
生
活
と
が
融
合

し
て
不
二
と
な
っ
た
人
間
仏
教
で
あ
る
」（『
人
間
仏
教
論
文
集
』

下
冊
、
３
２
４
頁
、
香
港
文
化
事
業
有
限
公
司
、
二
〇
〇
八
年

三
月
版
）と
指
摘
し
て
い
る
。

　

（
ぎ　

ど
う
じ
ゅ
／
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

（
か
ん
の　

ひ
ろ
し
／
創
価
大
学
教
授
）


